
護衛艦「てるづき」体験航海で出港時の艦橋を見学
と
実
施
し
た
も
の
。
静
岡
か
ら
は
、
海
上
自
衛
隊
に
興
味
を
持
つ
静
岡
地
本
「
し
ず
ぽ
ん
フ
ァ
ン
ク

者
を
引
率
し
た
。

る
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
を
目
指
す
多
く
の
優
秀
な
若
者
の
手
助
け
を
実
施
し
て
い

寒
」
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
は
寒
さ
に
負
け
ず
意
気
揚
々
と
乗
艦
し
た
。

ま
た
、
同
艦
後
方
の
格
納
庫
内
に
は
、
参
加
者
の
た
め
に
防
寒
用
毛
布
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は

な
ど
を
見
学
。
出
港
時
の
艦
橋
内
の
様
子
を
見
学
で
き
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
貴
重
な
体
験
と

こ
れ
は
、
同
艦
が
若
者
に
海
上
自
衛
隊
及
び
護
衛
艦
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

県
横
須
賀
市
か
ら
同
横
浜
市
間
で
行
わ
れ
た
「
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
て
る
づ
き
体
験
航
海
」
に
参
加

ド
メ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
入
隊
後
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

ラ
ブ
」
の
会
員
２
人
が
参
加
し
た
。

か
っ
こ
よ
く
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
艦
艇
の
規
律
や
航
海
の
安
全
が
保
た
れ
て
い
る
と
感
じ
た
」
と

市民総参加のイベントに自衛隊も参加
の
目
の
前
に
静
岡
地
本
が
広
報
ブ
ー
ス
と
採
用
制
度
説
明
ブ
ー
ス
を
開
設
し
た
。
幅
広
い
世
代
に
大

こ
の
祭
り
は
「
踊
り
が
ま
ち
を
揺
ら
す
！
踊
り
が
ま
ち
を
変
え
る
！
」
を
合
言
葉
に
、
地
元
の
子

な
が
ら
、
笑
顔
で
カ
レ
ー
を
頬
張
っ
て
い
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
７
月
９
日
（
火
）、
神
奈
川

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
７
月
１
４
日
（
日
）、
焼
津

者
た
ち
は
、
海
自
独
特
の
船
内
の
様
子
や
、Ｅ
Ｏ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る
水
中
で
活
動
す
る
ダ
イ
バ
ー
の
特
殊

室
や
浴
場
と
い
っ
た
船
内
の
特
別
な
環
境
も
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
が
自
衛
官
に
な
っ
た
姿
を

供
た
ち
や
団
体
が
踊
り
を
披
露
し
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
朝
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
つ
め
か
け
た
。

市
大
井
川
港
で
行
わ
れ
た
「
第
１
９
回
踊
夏
祭
」
に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

同
時
に
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て
、
自
衛
官
の
活
動
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

さ
ら
に
、
参
加
者
た
ち
に
は
同
船
調
理
員
特
製
の
海
上
自
衛
隊
カ
レ
ー
が
準
備
さ
れ
、
自
分
で
皿

服
を
試
着
し
て
、
展
示
車
両
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
大
人
気
と
な
っ
た
。

ま
た
、
自
衛
官
を
志
す
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
同
船
の
特
別
公
開
も
実
施
。
参
加
し

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
官
の
働
く
姿
を
実
際
に
見
て
も
ら
い
自
衛
隊
の
任
務
や
活
動
に
対
す

出
発
地
と
な
っ
た
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
は
、
あ
い
に
く
小
雨
が
降
り
、
強
風
が
吹
く
「
梅
雨

の
声
が
あ
っ
た
。

最
初
は
、
艦
内
統
制
機
能
が
集
ま
っ
て
い
る
「
艦
橋
」
で
出
港
時
の
号
令
を
出
す
自
衛
官
の
様
子

く
。

「
自
衛
隊
の
毛
布
を
始
め
て
触
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
に
入
っ
た
ら
こ
の
大
き
な
毛
布
で
す
ば
や
く
ベ
ッ

な
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ら
っ
ぱ
を
は
じ
め
、
女
性
自
衛
官
の
凛
と
し
た
号
令
や
報
告
時
の
姿
が

海
上
自
衛
隊
か
ら
も
水
中
処
分
母
船
３
号
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
が
大
井
川
港
に
入
港
し
、
そ

て
い
く
。

に
盛
り
付
け
る
と
、
乗
員
と
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
自
衛
官
の
生
活
や
仕
事
に
つ
い
て
質
問
し

一
方
、
水
中
処
分
母
船
３
号
は
一
般
公
開
を
行
い
、
家
族
連
れ
な
ど
１
３
４
０
人
が
乗
船
。
見
学

た
９
人
は
、
船
を
操
舵
す
る
船
橋
や
乗
員
の
食
事
を
作
る
調
理
室
、
乗
員
が
航
海
中
に
使
用
す
る
寝

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
手
助
け
を
す
る
と

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
様
子
だ
っ
た
。

人
気
の
中
型
ト
ラ
ッ
ク
や
偵
察
用
バ
イ
ク
を
展
示
し
、
集
ま
っ
た
市
民
ら
が
自
衛
官
の
制
服
や
迷
彩

な
装
備
品
な
ど
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
。


